ハンドマイク演説参考例　1月23日県選対作成

○○のみなさん、こちらは日本共産党です。今からこの場をお借りして、政策の一端を訴えさせていただきます。よろしくお願い致します。

〈コロナ対策〉
　新型コロナ感染拡大が止まらない状況となっています。愛知にも緊急事態宣言が出されました。お困りごとや不安に思っていることなど、何でも日本共産党へお寄せください。
みなさん、菅政権はコロナ対応に無為無策なうえ、「Go To」事業にしがみついてきました。いまの感染拡大は、菅政権の「人災」と言えるのではないでしょうか。さらに緊急事態宣言で国民への努力を求めながら、感染防止のための方策がみえてきません。ここに政府の対応の問題点があるのではないでしょうか。
日本共産党はコロナから国民の命と暮らしをまもるため、３つの緊急提案を行っています。
１つは、PCR検査を抜本的に拡充し、無症状の方を含めた感染者を把握し、保護することによって新規感染者を減らすことです。広島県は、広島市の感染の多い地域のすべての住民と就業者80万人を対象に、希望者に無料でPCR検査を実施する計画を発表しました。政府はこうした自治体の取り組みを全面的に支援すべきです。また、東京の世田谷区などでは、医療機関や高齢者施設の職員や入所者に対する定期的な検査が行われています。政府もこのような社会的検査の実施を自治体に促していますが、「費用の半分は自治体もちで、後から交付する」という問題点は是正されていません。自治体が検査をちゅうちょする原因になっています。自治体がちゅうちょなく社会的検査を行えるように、全額国費で社会的検査を行う仕組みを早急につくるべきではないでしょうか。
２つは医療機関と医療従事者、保健所への支援を抜本的に拡充することです。全国各地で医療体制がひっ迫・崩壊し、医療従事者の疲弊は極限に達しています。しかし政府は医療機関に対する減収補てんを一貫して拒否し続けてきました。その結果、４割近くの医療機関が冬のボーナスがカットされ、看護師の離職も相次いでいます。政府はすべての医療機関にたいしてただちに減収補てんをはじめ、十分な財政支援を行うべきです。保健所の体制もパンク状態です。臨時的な人員強化に全力をあげつつ、抜本的な定員増に踏み出すべきです。
３つは、自粛要請と一体に十分な補償を行い、コロナから雇用と営業を守る大規模な支援策を実行することです。政府の支援策は、時短に応じた飲食店に1日最大6万円、取引先には40万円の一時金だけとなっています。これでは多くの事業者は立ち行きません。ヨーロッパで行われているように、事業規模に応じて事業が続けられる補償が必要です。また、納入業者や生産者など影響を受けるすべての事業者に十分な補償を行うべきです。
みなさん、菅首相は施政方針演説で、今年夏のオリンピックについて開催すると述べましたが、世論調査でも中止や延期を求める声が８割にのぼっています。夏の東京オリンピックは中止し、コロナの収束に集中すべきではないでしょうか。オリンピックありきではなく、ゼロベースから開催の是非を再検討すべきです。

（核兵器禁止条約）
みなさん、核兵器禁止条約が22日に発効しました。被爆者をはじめ世界の圧倒的多数の政府と市民社会の共同したとりくみによる画期的な成果です。日本共産党は戦後一貫して核兵器廃絶を掲げてきた党として心から歓迎します。一方で菅政権はこの条約に背を向けています。大変恥ずべき態度ではないでしょうか。日本共産党は核兵器禁止条約に署名・批准する新しい政権をつくるため、全力をあげます。

〈菅政権批判〉
みなさん、日本共産党は安倍政権は戦後最悪の政権だと批判してきましたが、菅政権はそれを上回る危険があらわになっています。日本学術会議への人事介入はその最悪の表れです。理由を示さないままでの任命拒否は、憲法で保障された学問の自由を侵害し、さらには言論・思想・良心の自由を侵害するものではないでしょうか。いまかつてない広範な人々が抗議の声をあげています。日本共産党はこうした方々と共同し、党の存在意義をかけて、任命拒否を撤回させるまでたたかいぬきます。
みなさん、菅首相は「自助・共助・公助」が理念だと公言し、「まずは自分でやってみる」と自己責任を押し付けています。こうした考えのもとで、コロナ危機で大変な状況なのに、75歳以上の方の医療費窓口負担を1割から2割へ2倍にしようとしています。血も涙もない姿勢だと言わざるを得ません。1割負担を維持するのに必要なお金は880億円です。政治の姿勢一つで維持できます。日本共産党は75歳以上の医療費2倍化に断固反対し、撤回をもとめてたたかいます。

〈総選挙で政権交代・党躍進を〉
この菅政権をこのまま続けさせるわけにはいきません。次の総選挙で日本共産党は、市民と野党の共闘をさらに発展させて政権交代を行い、野党連合政権をつくるために全力をあげます。
政権交代を実現するためにも日本共産党の躍進がどうしても必要です。「比例は日本共産党」とご支援いただき、ここ比例東海ブロックでは２議席奪還・３議席へと躍進させてください。小選挙区でもみなさんのお力で勝たせてください。

〈５つの提案〉
菅政権を終わらせてどういう新しい日本をつくるか。日本共産党は５つの提案を行っています。
１つは格差をただし、家計第一の政治にすることです。医療や介護などケア労働に携わる人々のン待遇を抜本改善します。社会保障削減の政策を中止し、拡充への転換をはかります。
２つは憲法をまもり、立憲主義をとり戻すことです。安保法制など憲法違反の法律を廃止します。「モリカケ問題」や「桜を見る会」など国政の私物化疑惑を徹底究明します。自民党がすすめる憲法９条改定に反対します。
３つはいいなり外交をやめ、自主自立の平和外交へ転換することです。沖縄の辺野古新基地建設を中止し、普天間基地の無条件撤去を求めます。中国による領海侵犯などの覇権主義や、香港などへの人権侵害にきっぱり反対します。
４つは環境破壊を止め、自然と共生する社会をつくることです。2050年までに温室効果ガス排出を実質ゼロにします。原発再稼働を中止し、原発ゼロの日本をつくります。
５つはジェンダー平等社会をつくり、個人の尊厳を大切にする政治にすることです。雇用におけるジェンダー差別をなくします。選択的夫婦別姓制度を実現します。「世帯主」制度を廃止します。

以上が、日本共産党の５つの提案です。これらの多くは野党間でも一致しているものです。この方向が野党による新しい政権が実行する内容となるように全力をつくします。
同時にみなさん、例えば沖縄の辺野古新基地建設を中止させるには、アメリカいいなりの政治の歪みを変えなければなりません。社会保障の削減も根底には財界の要求です。５つの提案を本気で実現させていくためには、異常なアメリカいいなり、財界中心という自民党政治の２つのゆがみを正すことが必要です。
　みなさん、こんどの総選挙でアメリカいいなり、財界中心の歪みを大本から正す日本共産党を伸ばして、この５つの提案を実現させてください。どうぞよろしくお願いいたします。

〈日本共産党へ入党を〉
　日本共産党は戦前から、戦争反対、平和と民主主義をブレずに貫いてきた党です。日本共産党がめざす未来の社会、共産主義社会は、搾取や抑圧、戦争のない、個人１人１人の力が花開く、ほんとうに平等で自由な共同社会です。
日本共産党という党名には、戦前の不屈の歴史と、未来社会への展望がこめられています。日本共産党にぜひご入党ください。日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。
以　上
